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代表理事・会⻑ ⽯原達⼰ 

今年度より、固体イオニクス学会の会⻑を、菅野了次先⽣より引き継ぎました⽯原達⼰で
す。この歴史のある学会の会⻑として、これから活動させていただくにあり、⼀⾔ご挨拶さ
せていただきます。 

現在、世の中はカーボンニュートラルに向かって技術や社会の在り⽅が⼤きく、動こうと
しております。カーボンニュートラル社会は、ある意味、従来の低炭素ということから、さ
らに⼀歩、踏み込んだ理想的な社会になるのでしょうが、熱⼒学第⼆法則や炭素を中⼼に構
築されている現状の社会を考えると、その達成が如何に困難かということは⾃明です。しか
し、脱炭素化を⽬指す技術により、社会や価値観を変⾰しようする試みは、新しい仕組みづ
くりという観点で、より前向きで、良い傾向と考えています。またカーボンニュートラル社
会の達成には⾼効率なエネルギー貯蔵やその変換が必要不可⽋であり、Liイオンや酸化物な
ど多種多様なイオン伝導体とその学術的な⽀援が重要になってきていると考えています。イ
オニクスの分野では、近年、ナノイオニクス効果など、いくつもの新しくユニークな現象が
⾒出されるとともに、全固体電池を⽀える⾶躍的に⾼いイオン伝導性を⽰す材料や従来と全
く異なる元素から構成される新しいイオン伝導体の発⾒など、⼤きな進捗が⾏われています。
社会の動向に合わせて、このような新しい材料が巻き起こすイノベーションが楽しみな状況
と思っています。イオニクス分野のさらなる発展のためには、今は極めて重要なターニング
ポイントであると考えています。 

⼀⽅で、学会の運営に関しては、⽇本の他の学会と同様に、⽇本固体イオニクス学会も多
くの課題に直⾯しています。幸い、菅野会⻑を始め、従来の会⻑の先⽣の多くの努⼒のもと
で、現在は学会の運営形態は確⽴しています。しかし、会員数の増加（というより下げ⽌ま
り）、とくに若⼿会員、企業会員数の増加は極めて重要な命題であり、皆様のご協⼒が必要な
状況です。とくにコロナ禍で、昨年度は本学会の特徴であった固体イオニクス討論会がオン
ラインになったり、現在も貴重な議論とネットワークつくりの機会である研究会がオンライ
ンとなったりと、⼈物交流という学会としての重要な機能の⼀部が機能不全となっています。
皆様のご協⼒の下に、なんとかこの難局を克服していければと思っております。⽇本固体イ
オニクス学会は、基礎から応⽤まで広い範囲の研究分野を熱⼼に議論することが特⻑と考え
ており、快く分野外の⽅も議論に参加できる雰囲気があります。学会の、この雰囲気を⼤切
にしながら、この固体イオニクスの学問分野の発展に、少しでも貢献できるように努⼒して
参る所存ですので、この分野の発展に是⾮ともお⼒添え頂きたく、よろしくお願い申し上げ
ます。 
  

 会⻑就任にあたって 
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２０２０（令和２）年度予算報告  

本法⼈理事会において，2020(令和2)年度予算が承認されましたので，ご報告申し上げます． 
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， 

第１０回総会報告   
2020(令和2)年12⽉9⽇に定時総会が⾏われました． 
第１号議案 2019(令和元)年度（2020(令和2)年10⽉1⽇〜2020(令和2)年9⽉30⽇） 

事業報告，収⽀決算の承認および監査報告の件：承認 
第２号議案 2019(令和元)年度収⽀差額の全額を2020(令和2)年度に繰り越す件：承認 
第３号議案 理事・監事任期満了につき改選の件：承認 
第４号議案 2020(令和2)年度社員の件：承認 
 
 

２０１９（令和元)年度事業報告  
（２０１９（令和元）年１０月１日～２０２０（令和２）年９月３０日） 

 
理事会・総会（理事会・総会の回数は法⼈設⽴以降の通し番号） 
 

第36 回理事会 2019(令和元)年 10 ⽉16 ⽇〜10 ⽉21 ⽇ 電磁的⽅法 
第37 回理事会 同 11 ⽉19 ⽇〜11 ⽉21 ⽇ 電磁的⽅法 
第38 回理事会 同 11 ⽉26 ⽇ 定時 
第 9 回総会 同 11 ⽉27 ⽇ 定時 
第39 回理事会 2020(令和2)年 1 ⽉27 ⽇〜 1 ⽉29 ⽇ 電磁的⽅法 
第40 回理事会 同 7 ⽉17 ⽇ 電磁的⽅法 
第41 回理事会 同 7 ⽉27 ⽇ 電磁的⽅法 
第42 回理事会 同 8 ⽉20 ⽇ 電磁的⽅法 
第43 回理事会 同 9 ⽉18 ⽇ 電磁的⽅法 
第44 回理事会 同 9 ⽉25 ⽇ 電磁的⽅法 

 

研究会・討論会 
 
  第７５回固体イオニクス研究会（第２回ヒドリドイオニクス研究会） 

⽇ 時：２０１９(令和元)年１０⽉２４⽇(⽊) 
世話⼈：分⼦科学研究所 ⼩林 ⽞器 ⽒ 
場 所：⾃然科学研究機構 岡崎コンファレンスセンター 
講演数：6件（招待講演6件） 
参加者：45名  

  第４５回固体イオニクス討論会 
⽇ 時：２０１９(令和元)年１１⽉２６⽇(⽕)〜２８⽇(⽊) 
世話⼈：九州⼤学 ⽯原 達⼰ ⽒ 
場 所：九州⼤学 伊都キャンパス 椎⽊講堂 
講演数：121件（一般講演119件(内国際セッション Invited Talk 4件，英語講演14件)

特別講演2件） 
参加者：241名（内予約192名），懇親会115名  

  第７６回固体イオニクス研究会 
⽇ 時：２０１９(令和元)年１２⽉５⽇(⽊) 
世話⼈：東北⼤学 ⾼村 仁 ⽒ 

    場 所：東北⼤学 ⼤学院⼯学研究科 マテリアル・開発系 教育研究棟るつぼホール 
講演数：7件（招待講演7件） 
参加者：50名 
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共催・協賛等関連事業  
 
 【協賛】第６０回電池討論会 
  主 催：（公社）電気化学会 電池技術委員会 
  ⽇ 時：２０１９(令和元)年１１⽉１３⽇(⽔)〜１５⽇(⾦) 
  場 所：国⽴京都国際会館（京都市左京区宝ヶ池） 
 

 【協賛】第２８回SOFC 研究発表会 
  主 催：SOFC研究会 
  ⽇ 時：２０１９(令和元)年１２⽉１２⽇(⽊)〜１３⽇(⾦) 
  場 所：科学技術館サイエンスホール（東京都千代⽥区北の丸公園 2-1） 
 

 【協賛】東海コンファレンス２０１９ in 愛知 
  主 催：（公社）⽇本化学会東海⽀部 
  ⽇ 時：２０１９(令和元)年１２⽉６⽇(⾦) 
  場 所：愛知県産業労働センター（ウインクあいち）（名古屋市中村区名駅4-4−38）   
 

 【協賛】第４７回ニューセラミックスセミナー（中⽌） 
  主 催：ニューセラミックス懇話会，（⼀社）⼤阪府技術協会 
  ⽇ 時：２０２０(令和元２)年３⽉３⽇(⽕) 
  場 所：⼤阪府⽴⼤学 
 

 【協賛】「蓄電固体界⾯科学」第2 回公開シンポジウム 
  主 催：新学術領域研究「蓄電固体界⾯科学」 
  ⽇ 時：２０２０(令和元２)年９⽉２８⽇(⽉) 
  場 所：ＷＥＢ開催 
 

 

その他  
 ニュースレター発⾏ 
 
  ２回（2019(令和元)年10⽉21⽇，2020(令和2)年7⽉7⽇） 
 
 会員異動（2019(令和元)年10 ⽉1 ⽇〜2020(令和2)年9 ⽉30 ⽇） 
 
  2019(令和元)年10⽉1⽇現在：法⼈７社，個⼈２３３⼈（名誉会員を含む） 
⼊会：法⼈０社，個⼈７⼈ 

  退会：法⼈１社，個⼈５⼈ 
  2020(令和2)年9⽉30⽇現在：法⼈６社，個⼈２３５⼈（名誉会員を含む） 
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決算公告 

 
法⼈法に従い，定時総会の承認を受けた決算を電⼦公告しております． 
本法⼈のウェブページ http://www.ssi-j.org/ に掲載しております． 
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（一社）日本固体イオニクス学会 社員  

 

会 ⻑・代表理事  ⽯ 原 達 ⼰ （九州⼤学⼤学院⼯学研究院） 
副会⻑・理事  ⾬ 澤 浩 史 （東北⼤学多元物質科学研究所）〔事務局担当〕 
〃   ⼩ 林 哲 郎  （（株）豊⽥中央研究所） 
理 事   今 ⻄ 誠 之 （三重⼤学⼤学院⼯学研究科） 
〃   寺 部 ⼀ 弥 （物質・材料研究機構） 
監 事   安仁屋  勝    （熊本⼤学⼤学院先端科学研究部） 
〃   ⼭ ⽥ 淳 夫 （東京⼤学⼤学院⼯学系研究科） 
社 員   稲 熊 宜 之 （学習院⼤学理学部） 
〃   稲 葉  稔 （同志社⼤学理⼯学部） 
〃   ⼊ ⼭ 恭 寿 （名古屋⼤学⼤学院⼯学研究科） 
〃   ⾅ 杵  毅 （⼭形⼤学理学部） 
〃   宇 ⽥ 哲 也 （京都⼤学⼤学院⼯学研究科） 
〃   内 本 喜 晴 （京都⼤学⼤学院⼈間・環境学研究科） 
〃   江 ⼝ 浩 ⼀ （京都⼤学⼤学院⼯学研究科） 
〃   奥 村 壮 ⽂ （（株）⽇⽴製作所・⽇⽴研究所） 
〃   奥 ⼭ 勇 治 （宮崎⼤学⼯学教育研究部） 
〃   ⼩ 俣 孝 久 （東北⼤学多元物質科学研究所） 
〃   川 ⽥ 達 也 （東北⼤学⼤学院環境科学研究科） 
〃   桑 原 彰 秀 （（⼀財）ファインセラミックスセンター） 
〃   ⼩ 林 ⽞ 器 （分⼦科学研究所） 
〃   ⾼ ⽥ 和 典 （物質・材料研究機構） 
〃       ⾼ 橋 東 之 （茨城⼤学⼤学院理⼯学研究科） 
〃   ⾼ 村  仁  （東北⼤学⼤学院⼯学研究科） 
〃   忠 永 清 治 （北海道⼤学⼤学院⼯学研究院） 
〃   ⾠⺒砂 昌 弘 （⼤阪府⽴⼤学） 
〃   館 ⼭ 佳 尚 （物質・材料研究機構） 
〃   獨 古  薫 （横浜国⽴⼤学⼤学院⼯学研究院） 
〃   中 村 浩 ⼀ （徳島⼤学⼤学院社会産業理⼯学研究部） 
〃   野 村 勝 裕 （産業技術総合研究所） 
〃   幅 崎 浩 樹 （北海道⼤学⼤学院⼯学研究院） 
〃   ⼀ 杉 太 郎 （東京⼯業⼤学物質理⼯学院） 
〃   堀 ⽥ 照 久 （産業技術総合研究所） 
〃   松 尾 康 光 （摂南⼤学理⼯学部） 
〃   松 本 広 重 （九州⼤学ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ･ｴﾈﾙｷﾞｰ国際研究所） 
〃   ⽔ ⾕ 安 伸 （産業技術総合研究所） 
〃   ⼋ 島 正 知 （東京⼯業⼤学理学院） 
〃   藪 内 直 明 （横浜国⽴⼤学⼤学院⼯学研究院） 
〃   ⼭ 崎 仁 丈  （九州⼤学稲盛フロンティア研究センター） 
〃   ⼭ ⽥ 博 俊  （⻑崎⼤学⼤学院⼯学研究科） 
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（一社）日本固体イオニクス学会 名誉会員 

 

    ⼭ 本  治 （三重⼤学名誉教授） 
    岩 原 弘 育 （名古屋⼤学名誉教授） 
    服 部 武 志 （元東北⼤学教授） 
    ⼩久⾒ 善 ⼋ （京都⼤学産官学連携本部） 
    今 井 淳 夫 （元愛知⼯業⼤学参与） 
    南    努 （⼤阪府⽴⼤学名誉教授） 
    ⼩ 林 迪 助 （新潟⼤学名誉教授） 
    ⽔ 崎 純⼀郎 （東北⼤学名誉教授） 
       武 ⽥ 保 雄 （三重⼤学名誉教授） 
       横 川 晴 美 （東京⼤学⽣産技術研究所） 
       ⼭ ⼝  周 （⼤学改⾰⽀援・学位授与機構） 
    河 村 純 ⼀ （東北⼤学研究推進⽀援機構） 

菅 野 了 次 （東京⼯業⼤学科学技術創成研究院） 
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『第46回固体イオニクス討論会』は，2020年12⽉8⽇〜9⽇に本会としては初めてのオ
ンライン⽅式で開催致しました。オンサイト開催の可能性を検討しつつ準備を進め，開催概
要のお知らせが遅れたこともあり，講演件数は 84 件と例年の７〜８割程度となりました。
オンライン開催として集中して参加いただけることも考慮して，会期を⼆⽇間での開催に切
り替えました。参加登録者の減少も懸念されましたが，幸い杞憂に終わり，事前参加登録，
当⽇登録をあわせて279名と例年以上の⽅に参加いただきました。ZOOM Meetingsを⽤い
た講演・討論を始めとして，クレジットカード払いの導⼊などオンライン開催ならではの対
応についても，参加者の⽅が各オンライン学会で慣れておられたこともあってか，無事に終
えることができました。 

⼀般講演は82件で，例年通り10分間の討論時間を確保し，3会場ともに本討論会ならで
はの⼤変活発な議論が⾏われました。初⽇は 150 名前後，⼆⽇⽬は 130 名前後の ZOOM 
Meetings参加者総数で推移し，時間により会場を移って聴講されており，オンライン聴講を
活⽤いただけた様⼦が伺えました（右下図）。特別講演は2件で初⽇の午後に⾏われました。
演題は京都⼤学の⽥中功教授のマテリアルズ・インフォマティクスによる新材料の開拓』，九
州⼤学の⽯原達⼰教授の『化学機械応⼒とイオニクス材料』でした。さらに特別セッション
として『ヒドリドイオニクス』が開催され，10件の発表がなされました。 

本討論会は，応⽤物理学会，⾼分⼦学会，電気化学会，⽇本⾦属学会，⽇本鉄鋼協会，⽇
本物理学会ご協賛頂き開催されました。
また，東陽テクニカ様，リガク様，北⽃
電⼯様，東洋システム様，宝泉様，美和
製作所様，KRI様，⽇⽴ハイテクノロジ
ーズ/⽇⽴ハイテクサイエンス様，豊島製
作所様，AOV様，アルバック様，UNICO
様，茨城県中性⼦ビームライン様，堀場
製作所様，⽇本電⼦様にバナー広告によ
るご協⼒を頂きました。この場をお借り
して，ご参加，および運営にご協⼒して
頂いた全ての皆様に⼼よりお礼を申し上
げます。次回の第47回固体イオニクス
討論会は，徳島⼤学の中村浩⼀先⽣のお
世話により徳島県で開催されます。第46
回では⾒合わせた懇親会も含めて，皆様
⽅と活発な討論ができることを願ってお
ります。               
 
  

1⽇⽬

2⽇⽬

各会場におけるZOOM Meetings参加者数の推移
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2021年1⽉23⽇（⼟）に第77回固体イオニクス研究会をWebexを⽤いてオンライン
開催（本部：学習院⼤学（東京都豊島区））しました。当初2020年の6⽉に学習院⼤
学で開催する予定でおりましたところコロナ禍の影響で延期して時期を待ちました
が，対⾯での開催は難しいと判断し，約半年遅れのオンライン開催となりました。本
研究会では「固体イオニクスと化学結合」を主旨として，午前10時から午後4時ごろ
まで5件の招待講演が⾏われました。オンライン開催，そして⼟曜⽇の開催にも関わ
らず41名の参加があり，固体におけるイオン拡散から電池材料等の固体イオニクス材
料の応⽤に⾄るまで活発な議論が⾏われました。 
12 ⽉に就任された⽯原達⼰会⻑から開会挨拶で「議論を楽しんでください」との

お⾔葉を賜り，リラックスした雰囲気で会が始まりました。最初は熊本⼤学の安仁屋
勝先⽣に「物性の相関と化学結合性：イオン導電体を中⼼に」と題して結合ゆらぎモ
デルに基づくイオン伝導機構を中⼼に理論的研究についてお話しいただきました。次
は，東京⼯業⼤学の鈴⽊耕太先⽣に「機械学習⼿法を⽤いたリチウム導電体の探索 
-推薦システムの活⽤とイオン導電率予測⼿法の開発-」と題して計算科学を取り⼊れ
た材料探索とそれに基づくイオン伝導体開発についてお話しいただきました。昼休み
を挟んで，東京⼤学の内⽥さやか先⽣に「⾦属酸化物クラスターを基盤としたプロト
ン伝導体の創製」と題して⾦属クラスターであるポリオキソメタレート(POM)，そ
して POM/ポリマー複合体を⽤いたプロトンおよびアルカリ⾦属イオン伝導体の設
計と合成および伝導パスの⾃在な制御，イオン伝導性についてお話しいただきました。
そして，兵庫県⽴⼤学の嶺重温先⽣に「低い活性化エネルギーを有するアニオン伝導
の実現とデバイス応⽤」と題してフッ化物および酸化物イオン伝導体の設計指針，合
成とイオン伝導性の基礎的な研究から電池の応⽤研究に⾄るまでお話しいただきま
した。そして，最後は⼤阪府⽴⼤学の林晃敏先⽣に「無機アモルファス電池材料を⽤
いた固体界⾯構築」と題して新規リチウムおよびナトリウムイオン伝導体の開発，電
池応⽤に重要な界⾯構築と機械的性質との関係についての基礎的研究についてお話
しいただきました。本研究会では「化学結合」というお題を掲げて講演いただくとい
う苦⾏にも関わらず講師の先⽣⽅には研究成果と結びつけて平易にお話しいただき，
参加者からもさまざまな観点からの質問が出て議論がなされました。化学結合の観点
は普段あまり強く意識されていませんが，改めてその重要性を認識できる研究会でし
た。⼤きな問題はなく会を終えることができましたが，参加者の⽅に対して申し訳な
かったことは，懇親会を設けられなかったことです。通常であれば懇親会で⾯と向か
って講師の先⽣や他の参加者と議論や情報交換できるのですが，今回はそのような機
会もなく改めて懇親会の意義を感じました。⼀⽅，学⽣の参加者が従来の研究会より
も多かった気がします。気軽に参加できるというのはオンラインのメリットだと思い
ます。 
最後に，お忙しい中講演を引き受けてくださった先⽣⽅，本研究会に参加していた

だきました⽅々，そして開催にあたり⼤変お世話になりました事務局の⾬澤先⽣と新
井様および関係者の⽅々に，⼼より感謝申し上げます。将来，学習院⼤学の⽬⽩の杜
にて固体イオニクスと化学結合について対⾯で議論できることを楽しみにしていま
す。 
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日時： 2021 年 12⽉8 ⽇（⽔）〜10 ⽇（⾦）    
場所： あわぎんホール（徳島県郷⼟⽂化会館）（徳島市藍場町2丁⽬ 14番地） 

※オンライン開催の場合があります。 
主催： ⽇本固体イオニクス学会 
協賛： 応⽤物理学会、⾼分⼦学会、電気化学会、⽇本⾦属学会、⽇本鉄鋼協会、⽇本物理学会 
 

討論主題 

1. 新規なイオン導電性固体の創製と利⽤技術 
2. 固体内イオン移動機構の解明 
3. 電池・燃料電池材料の基礎 

 
スケジュール(各締切日) 

 講演申込：2021 年 10⽉8 ⽇（⾦） 
 講演要旨：2021 年 10⽉29 ⽇（⾦） 
 参加申込（予約登録）：2021 年 11⽉12 ⽇（⾦） 
 
参加登録費（予定）（かっこ内は予約登録締切後） 
主催学会個⼈会員：5,000円（6,000円） 
主催学会法⼈会員：5名まで無料 6名から個⼈会員と同じ 
協賛学会会員：  7,000円（8,000円） 
⾮会員（学⽣除く）：9,000円（10,000円） 
学⽣：     3,000円（4,000円） 
要旨集のみ：     3,000円（3,000円） 

※オンライン開催の場合，冊子体は発行しない場合があります。 

懇親会：     7,000円 ※当日現金払いのみ。中止する場合があります。 
 
 

問合せ先 

第 47回固体イオニクス討論会事務局 
〒770-8506 徳島市南常三島町2-1 徳島⼤学⼤学院社会産業理⼯学研究部理⼯学域 
⽝飼宗弘（事務局担当） 中村浩⼀（代表世話⼈） 
TEL/FAX: 088-656-7577 
E-mail: 47symposium@gmail.com 
Web: https://www.ssi-j.org/symp/ssij47/index.html 

  

第４７回固体イオニクス討論会開催のご案内 
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－ 計算機シミュレーションによる固体イオニクスへのアプローチ － 
 
開催概要 

⽇本固体イオニクス学会では，このたび新しく「計算イオニクス研究会」を⽴ち上げ，第1 回の講
演会を開催します。コンピューターの性能の⾶躍的な向上と解析プログラムの進歩により，計算機
シミュレーションは材料科学における重要な解析⼿法としての地位を確⽴したと⾔えます。量⼦⼒
学の理論に基づいて材料の持つ物性情報を得る第⼀原理計算に加えて，最近では機械学習や⼈⼯知
能（AI）を積極的に活⽤するマテリアルズ・インフォマティクスへの期待が⾼まりつつあります。
第1 回計算イオニクス研究会では，計算機シミュレーションを⽤いて固体イオニクスにアプローチ
する最先端の研究成果を5 名の先⽣にご講演を頂きます。 

 
主催：⽇本固体イオニクス学会 
協賛：⽇本化学会，電気化学会，⽇本セラミックス協会 
日時：2021 年7 ⽉28 ⽇（⽔） 13:00 - 18:00 
場所：オンライン開催 

 
講演プログラム（敬称略） 

13:00 - 13:05 開会挨拶 ⽇本固体イオニクス学会・会⻑ ⽯原 達⼰ 
13:05 - 13:10 計算イオニクス研究会について 世話⼈・桑原 彰秀 
13:10 - 14:00 渡邉 聡（東京⼤学） 

機械学習ポテンシャルによる固体電解質および固体電解質-電極界⾯でのイオン挙動
の解析 

14:00 - 14:10 休憩 
14:10 - 15:00 中⼭ 将伸（名古屋⼯業⼤学） 

 Ｌiイオン導電性 NASICON型材料の固固界⾯構造と材料計算 
15:00 - 15:10 休憩 
15:10 - 16:00 熊⾕ 悠（東京⼯業⼤学） 

⾮⾦属物質中の点⽋陥を対象とした系統的第⼀原理計算 
16:00 - 16:10 休憩 
16:10 - 17:00 ⼤⾕ 実（筑波⼤学） 

第⼀原理計算と溶液理論の融合による電気化学反応シミュレーション：電池材料や腐
⾷への応⽤ 

17:00 - 17:10 休憩 
17:10 - 18:00 藤井 進（⼤阪⼤学） 

ソフトなアニオンを有する新規逆ペロブスカイト化合物の結晶構造とアルカリイオ
ン伝導 

18:00 - 18:05 閉会挨拶 
 

参加費 
本会会員（個⼈会員1,500円，法⼈会員5 名まで無料 6 名から個⼈会員と同じ）， 
協賛学会会員2,000円，⼀般3,000円，学⽣500円 

 
参加申込および参加費振込締切 

2021 年7 ⽉17 ⽇（⽕） 
 

申込方法 

https://www.ssi-j.org/symp/ssis78/ からお申込の上，参加費をお振込みください。 
振込先：【みずほ銀⾏】 本郷⽀店 普通２９０８２２２ 

⼀般社団法⼈⽇本固体イオニクス学会 フリガナ：「シャ)ニホンコタイイオニクスガッカイ」 
 

問合せ先 

世話⼈：ファインセラミックスセンター 桑原 彰秀 
Email: kuwabara@jfcc.or.jp  TEL: 052-889-1666 内線(422) 

第１回計算イオニクス研究会(第７８回固体イオニクス研究会)開催のご案内 
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研究会テーマ：「プロトン伝導体の研究最前線」―機械学習や第⼀原理計算を活⽤した材料開 

発の新たな潮流と燃料電池開発の現状，課題および今後の⽅向性― 
 

主催：⽇本固体イオニクス学会 
協賛：⽇本化学会，電気学会，⽇本⾦属学会，⽇本セラミックス協会 
日時：2021 年 11⽉17 ⽇（⽔） 13:00 - 18:00 
場所：オンライン開催 
 

研究会プログラム（発表25 分，議論25 分） 

13:00 - 13:05 開会挨拶 ⽇本固体イオニクス学会・会⻑ ⽯原 達⼰ 
13:05 - 13:55 東京⼯業⼤学 理学院化学系 ⼋島 正知  

本質的な酸素⽋陥層あるいは原⼦間距離に着⽬したペロブスカイト関連酸化
物の新型プロトン伝導体の開発（仮題） 

13:55 - 14:05 休憩  
14:05 - 14:55 九州⼤学稲盛フロンティア研究センター 兵頭 潤次 

実験データと機械学習を活⽤した新規プロトン伝導性酸化物の加速的探索（仮題） 
14:55 - 15:05 休憩  
15:05 - 15:55 ⼭形⼤学学術研究院（理学部担当） 笠松 秀輔 

⾼並列第⼀原理熱⼒学計算を⽤いた⾼速プロトン伝導の根源的理解（仮題） 
15:55 - 16:05 休憩  
16:05 - 16:55 北海道⼤学⼯学研究院 ⻘⽊ 芳尚 

プロトン伝導性燃料電池開発の現状，課題および今後の⽅向性―実験および数
値シミュレーションを基に―（仮題） 

16:55 - 17:05 休憩  
17:05 - 17:55 パナソニック ⼭内 考祐 

プロトン伝導性燃料電池開発の現状，課題および今後の⽅向性―企業の視点か
ら―（仮題） 

17:55 - 18:00 閉会挨拶 
 

参加費 

本会会員（個⼈会員1,500円，法⼈会員5名まで無料 6名から個⼈会員と同じ）， 
協賛学会会員2,000円，⼀般3,000円，学⽣500円 

 

参加申込および参加費振込締切 

2021年 11⽉4 ⽇（⽊） 
 

申込方法 
申込受付サイトからお申込と参加費をお振込みください。詳細は，申込受付を開始しまし
たら改めてお知らせします。 

 

問合せ先：九州⼤学 兵頭 潤次 
Email: proton@ifrc.kyushu-u.ac.jp，TEL: 092-802-6967 

世話人：九州⼤学エネルギー研究教育機構 ⼭崎 仁丈 

第７９回固体イオニクス研究会開催のご案内 
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２０２１年度年会費請求時期の変更について  
 
 本学会の事業年度は 10⽉1 ⽇〜翌年 9⽉末⽇で，これまで年会費請求は 7⽉（事業年度の
後半）を⽬途に⾏っておりましたが，多くの会員各位の所属先の事業年度と会費請求時期の
違いから⽣じる諸問題を解消するため，2021 年度からは，1⽉（事業年度の前半）を⽬途に
⾏うよう変更させていただきたく存じます。 
 これに伴い，来年度のご請求は半年後の 1⽉となり，請求間隔が短くなります。予めご了
承いただきますようお願い申し上げます。 
 ご所属先が年会費をご負担される場合は，本変更により問題が⽣じないか，ご所属先にご
確認ください。 
 
▪年会費請求時期の変更 
（変更前）7⽉ →（変更後）1⽉ 

 
▪今後の年会費請求スケジュール 
（今回）2020 年度（2020 年 10⽉1 ⽇〜2021 年 9⽉末）：2021 年 7⽉ご請求 

  （次回）2021 年度（2021 年 10⽉1 ⽇〜2022 年 9⽉末）：2022 年 1⽉ご請求 
      2022 年度（2022 年 10⽉1 ⽇〜2023 年 9⽉末）：2023 年 1⽉ご請求 
 
 

 
 

 

 

 
 

〈!２０２１年! 〉   ! 
（協賛） 第６２回⾼圧討論会 

⽇ 時：２０２１(令和３)年１０⽉１８⽇(⽉)〜２０⽇(⽔) 
主 催：⽇本⾼圧⼒学会 
場 所：アクリエひめじ（兵庫県姫路市神屋町143-2） 

※ 現地開催として準備を進めておりますが、感染症拡⼤状況によって変更の場
合がございます。 

詳 細：http://www.highpressure.jp/new/62forum/index.html   
（協賛） 第６２回電池討論会 

⽇ 時：２０２１(令和３)年１１⽉３０⽇(⽕)〜１２⽉２⽇(⽊) 
主 催：電気化学会 電池技術委員会 
場 所：パシフィコ横浜・ノース（横浜市⻄区みなとみらい1−1−1） 
詳 細：https://sec.tobutoptours.co.jp/2021/denchi62/   

（協賛） International Conference on Memristive Materials, Device & Systems 
(MEMRISYS 2021) 

⽇ 時：２０２１(令和３)年１１⽉１⽇(⽉)〜４⽇(⽊) 
主 催：MEMRISYS2021実⾏委員会 
場 所：VIRTUAL CONFERENCE 
詳 細：https://www.nims.go.jp/memrisys2021/ 

イベントの開催状況については随時更新しておりますので，お申込みやご参加の前に本
会ホームページのご確認をよろしくお願いいたします。 
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!
!
〈!２０２２年! 〉! 
（主催） 第４８回固体イオニクス討論会 

⽇ 時：２０２２(令和４)年１１⽉〜１２⽉（予定） 
場 所：宮城県（予定） 
世話⼈：東北⼤学 ⼩俣 孝久 ⽒   

（主催） 第２３回超イオン導電体物性研究会（第８０回固体イオニクス研究会) 
⽇ 時：２０２２(令和４)年３⽉（予定） 
場 所：未定  
世話⼈：摂南⼤学 神嶋 修 ⽒   

（主催） 第１６回固体イオニクスセミナー 
⽇ 時：未定 
場 所：未定 
世話⼈：東北⼤学 中村 崇司 ⽒   

（共催） 17th Asian Conference on Solid State Ionics (ACSSI-2020) 
⽇ 時：２０２２(令和４)年9⽉（予定） 
主 催：Asian Society for Solid State Ionics 
場 所：名古屋⼯業⼤学 
詳 細：https://acssi2020.chem.mie-u.ac.jp/index.html   

（関連国際会議） 23rd International Conference on Solid State Ionics (SSI-23) 
⽇ 時：２０２２(令和４)年７⽉１７⽇(⽇)〜２２⽇(⾦) 
主 催：International Society for Solid State Ionics 
場 所：Boston Park Plaza Hotel, Boston, MA, USA 
アブストラクト受付開始：２０２１(令和３)年１２⽉１５⽇(⽔) 
アブストラクト提出締切：２０２２(令和４)年２⽉８⽇(⽕)  

 

 

会員異動    （２０２１年７月１日現在） 

 入会者  法人： なし 

  個人： １．渡邉 賢  （九州⼤学⼤学院総合理⼯学研究院） 

２．Song Jun Tae （九州⼤学応⽤化学部⾨） 
３．松井 直喜 （東京⼯業⼤学科学技術創成研究院） 
４．⼤野 真之 （九州⼤学⼯学研究院） 
５．池尻 純⼀ （⽇本電気硝⼦株式会社）  

 退会者  法人： なし 

  個人： なし 
  
 異動後の会員数     法人： ６社 

       個人： ２４２名（名誉会員を含む） 
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2020(令和 2)年度（2020(令和 2)年 10 ⽉ 1⽇〜2021(令和 3)年 9 ⽉ 30⽇）の年会費を
2021(令和3)年 7⽉７⽇付で請求させていただきます．同封された請求書に記載されている
振込先に納⼊をお願いいたします（名誉会員の⽅を除きます）． 
御所属や連絡先等の変更がございましたら，学会事務局まで⾄急ご連絡下さいますようお
願い申し上げます． 

 
 

 


